
2012/8/31（金） 

六葉会 常任幹事会 （第 5 回）議事録 

日 時  ： 2012 年 8 月 31 日（金）19:10～21:10 

場 所  ： 母校会議室 

出席者  ： 加藤武(6)・島根正隆(9)・石井眞一(18)・蒲谷茂(19)・野澤一良(20)・荒井直彦(25)・中嶋弘雅(26) 

      萩原孝(26)・近田裕信(28)・髙橋浩司(30)・甲斐深雪(31)・横地康子（32）・秋吉和史(35) 

      加藤眞道(35)・鈴木由美子(42)・高石智一(43)・芹田祐一(44)・種田健太郎(53) 以上 17 名敬称略 

配布資料 ：本日のレジュメ、前回議事録、会則及び維持会費見直し特別委員会メモ、会報委員会会議メモ、 

      HCD 原案資料、校友課と各校同窓会との情報交換会資料 

 

1. 会長挨拶（島根会長） 

2. 来賓ご挨拶  都合により欠席 

3. 学校より  なし 

4. 前回議事録の確認 常任幹事会（7 月 20 日）役職名一部訂正確認の上承認 

5. 報告事項 

(1) 委員会より 

会報委員会（7 月 27 日）（石井委員長）（別紙） 

 前回よりご案内のクラス担任分担表はシリーズ化し何号か継続する。 

 次回委員会で卒業生支援委員会との合同で立体的な計画を立てる。 

 他日程の確認。 

 クラブ訪問は弓道部と軽音楽部 

 8 月 8 日校長を表敬訪問し原稿依頼、同日エーコープリントへも訪問 

会則及び維持会費見直し特別委員会（8 月 27 日）（野澤幹事長）（別紙） 

 ・維持会費を払ってもらいやすくするために 

  維持会費の使われ方の内訳を文章やグラフなどを会報に載せる。 

 ・徴収方法について 

  会報に振込用紙を同封する現在の方法の他、コンビニ払い込みやインターネット決済、納入口座の金  

  融機関の種類を増やすなど、以前検討、調査したものも含めあらためて調査してみる。 

 ・予算案の検討 

  維持会費を 2000 円にした場合などの予算をシミｭレーションして検討してみる。 

 ・その他 

  会費（現在月額 200 円／一人）の金額を上げることも今後検討する。 

母校支援委員会（高橋副会長） 

 主に六浦祭での「六葉会の部屋」に向けた準備。例年のようにアルバムを全部展示するのは無理。展示

はせずに見せる方法。データがあるので印刷してラミネートしたものを展示する方法を検討。関学サービ

スで見積もり中。傷んでいるものは 19 回分ある。 

企画委員会（萩原企画委員） 

 ・11 月 15 日（木）第 6 回卒業生親睦ゴルフ大会の参加希望は概ね順調です。参加希望の方はお早めに  

  エントリーしてください。 

 ・ゴルフ部への支援で磯子カンツリー会長の鈴木康浩さん（7 回生）より磯子カンツリーを練習で使用 

  できる件。学校側から正式に連絡がないままなので何かしらの対応を六葉会からする方がいいのでは。 

  1)会長名の文書を学校宛に出す 2)メールで学校三役にお知らせ 3)顧問の先生へは直接話をする 

 （野澤幹事長）この方法で対応する（承認） 

 

 



(2) 7 月 25 日の校友課会議の件（高橋副会長）（別紙 8P） 

増田常務理事から学校と各同窓会との絆を強めていくために意見をいただきたいとの話がありました。 

合わせてテーマ募金の説明がありました。 

 

6. 協議事項 

(1) 卒業生支援委員会委員長人事について（野澤幹事長） 

 HCD まで実質 2 ヶ月というこの時期まで委員会の開催もないままになってしまいましたことは三役の

責任でありお詫び申し上げます。 

 委員長の渡邊要さん（38 回）が忙しいのか連絡が付かないままなので現副委員長の加藤眞道さん(35 回) 

にご本人承諾の上、委員長となっていただき正副入れ替えの形を取りたいと思います。承認 

 加藤新委員長より 

 何もわからないまま副委員長から更に委員長となりましたが、皆様のご協力の下頑張りますのでよろし

くお願いします。 

(2) HCD（野澤幹事長）（別紙） 

 例年通りの場合別紙の通り。 

 学校には礼拝堂、第一会議室などの使用に関して格別のご配慮を賜りたい旨メールにて連絡済み。 

 中心となる学年は 41 回生から 46 回生。リピーターと旧、現教職員を招待で総合計 1313 名。 

 会費無料。出席予想人数約 150 名。概算予算合計 35 万円。 

 昨年返信用はがきを用意しなかったことにより参加人数が少なかったため今回は返信用はがきを同封し

て案内を出す。 

 印刷物 案内チラシ、六浦祭の PR、学年担当の先生方一覧、返信はがき（料金受信人払い）早めに、封

筒（長 3 型） 

 HCD 開催中は六葉会の部屋はクローズ 

 「六葉会の皆さん お帰りなさい♪」の POP を各展示ブースに 

 校内各所に大型 POP、写真（アルバム）を掲示し盛り上げる 

 六葉会の会員に六浦祭を見ていただく 

 これらを基本として準備して行く。承認 

(3) 母校支援委員会 六葉会の部屋 アルバム展示など（高橋副会長） 

前項報告事項（母校支援委員会）見積もりが出た段階で再度協議。承認 

(4) 郵貯休眠口座の件 

（秋吉会計幹事）何年も使用していない振替口座が 2 件あることが、通知が届いたことにより判明。取り

扱いをどのようにするか審議していただきたい。（名義：同窓会六葉会、六葉会名簿） 

（野澤幹事長）いつ開設の口座か不明。1 件は残高も不明。使い道もなく同じ郵貯銀行の口座なので基本

的には解約が望ましいと考えます。残高や解説局、解約方法を確認して解約前に協議の必要がなければ手

続きを進める。萩原副幹事長が担当。承認 

(5) 母校創立 60 周年の件（野澤幹事長） 

校長訪問時に話題となる。学校側からのオファーはないが六葉会としても何かできないか。 

来年度に向けて何ができるか検討する。 

六浦祭で大々的にアピールする 来年は 60 周年記念の HCD 会報を 60 周年記念に 

1000 人献血（社会貢献）   など 

次回以降の検討事項として三役会で検討してみる。承認 

野澤幹事長は校長とのこの談話の中で、是非社会貢献事業をやっていただきたいと伝えた。 

 

 

 



7. その他 

・7 月 23 日横地康子さん(32)の「リリコソプラノリサイタル」が開催されました。 

 (横地幹事)たくさんの皆様のご来場ありがとうございました。 

 お礼のお菓子をいただきました。当日は引退された先生方もたくさんいらしていました。 

・(萩原)前回熊本の豪雨の被害地域に六葉会で余っているハンドタオルを支援物資として使わせてほしいと  

 お願いし皆さんのご承認をいただきました。ありがとうございます。残念ながらわたしの対応が数日遅く現 

 地での必要性がなくなったため在庫の数の確認(約 280 ケ)で終わってしまいました。今後また何かがあり 

 ましたら使えるものと思います。今回は軍手、ビニールシートを送りました。 

・(萩原)28 回生タイ在住の三ツ森健司氏、石原学鵬氏と仲良くなる機会があり学校や六葉会の現状などお伝 

 えしてきました。たいへん興味、関心を持っていただきお二人からそれぞれ１万円ずつ六葉会に寄付をいた 

 だきました。 

・(高橋副会長)30 回生の同期会より、六葉会が行っている「東日本大震災募金」へ 5 万円の寄付をいただきま

した。 

・(加藤幹事)125 周年事業で立ち上げた混声合唱団がありそのメンバーの殆どが六葉会の会員です。来年 1 

 月 12 日に第 1 回定期を開催しますが、六葉会の後援をいただきたい。 

 (高橋副会長)タイトルに六葉会の親睦またはチャリティと明記していただければ対応可能と思われるので

「名義後援申請書」を用意する。次回常任幹事会に間に合うよう三役会で協議する。 

 「名義後援申請書」の件は HP にアップした段階で懸案事項から削除する。 

 

8. 今後の予定 

     ・合同同窓会三役会 09 月 06 日（木）午後 6時半より 香葉会事務局（六浦） 

    ・合同同窓会幹事会 09 月 13 日（木）午後 6時半より 三春台 

    ・三役会  09 月 14 日（金）午後 7時より ロイヤルホスト 

    ・常任幹事会  09 月 24 日（月）午後 7時より 母校会議室 

 ・母校支援委員会 10 月 05 日（金）午後 6時より ロイヤルホスト 

 ・卒業生支援委員会 10 月 05 日（金）午後 6時より ロイヤルホスト 

    ・会報委員会  10 月 05 日（金）午後 7時より ロイヤルホスト 

    ・三役会  10 月 16 日（火）午後 7時より ロイヤルホスト 

    ・常任幹事会  10 月 22 日（月）午後 7時より 母校会議室 

    ・六浦祭・HCD 準備 11 月 01 日（木） 

    ・六浦祭  11 月 02 日（金） 

    ・六浦祭・HCD  11 月 03 日（土） 

 

【その他懸案事項】 

  維持会費金額見直し・入校証の着用励行・会報の名前・在校生に対するアワード（働きかけ）の検討 

会報デジタル化について・予算書の繰り越しと予備費の書き方の工夫・学校との懇談会 

「後援・協賛のチェック申請書」の作成・活動維持会費の払込取扱票を常任幹事会で公開 

  デジタルデータを使った新しいサービスについて 

 


